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道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

～ 乳幼児事故予防教室 ～

日本一の
水源の郷を
めざして

日本一の
水源の郷を
めざして
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平成23年６月１日（２）

５月１５日（日）に道志中学校（スタート・ゴール）を会場として、山梨百名山四つを含むロン
グコース（41.3Km）とハーフコース（20.2km）の「第３回道志村トレイルレース」を開催しました。

全国から1 , 1 5 3名（ロング：828名・ハーフ：3 2 5名）の申し込みがあり、道志村の大自然を
最大限に活かしたコースとして全国に道志村の名前を発信することができました。

また、今大会は３月１１日の東日本大震災復興応援大会と位置付け『トレイルレースを通じて
被災地に元気を送ろう』と大会本部に義援金窓口を設置しました。参加選手やスタッフの皆様の
お気持ちで「2 8 , 6 9 1円」の義援金が集まりましたのでご報告いたします。この義援金は、道志
村トレイルレース実行委員会が責任を持って被災地にお届けします。

最後に村内外各種団体やボランティア総勢２５０名のご協力により大会は無事に終了いたしま
したことご報告いたします。皆様のご協力に感謝申し上げます。

■出走者数：965名
★ロングコース（41.3km）：出走者7 0 8名　完走者4 3 4名　完走率61.3％

ロング総合優勝：ゼッケン209番　近藤敬仁 選手（4時間52分05秒：大会新）
★ハーフコース（20.2km）：出走者2 5 7名　完走者1 6 9名　完走率65.8％

ハーフ総合優勝：ゼッケン1103番　加藤淳一 選手（２時間37分23秒）

義援金ありがとうございます

965 名が一斉にスタート！ 成績優秀者に記念品贈呈

第３回 道志村トレイルレース
無事に終了いたしました！

～ 皆様のご協力ありがとうございました。 ～



●事務職Ⅰ種
・昭和５８年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた者　
・大学を卒業した者、卒業見込みの者及び同程度の学力を有する者
・道志村在住者又は採用後道志村内に在住できる方
●事務職Ⅱ種
・昭和６１年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた者　
・高校を卒業した者、卒業見込みの者及び同程度の実力を有する者
・道志村在住者又は採用後道志村内に在住できる方
【応募方法】申込用紙は、道志村役場総務課の窓口に用意してありますので受領してください。

・昭和４１年４月２日から昭和５１年４月１日までに生まれた方　　
・学校教育法による大学を卒業した方
・民間企業での勤務経験を相当程度有する方（『エネルギー開発』と『森林資源の活用』の知識経験）
・道志村在住者又は採用後道志村内に在住できる方
【応募方法】６月１５日（水）から村のホームページに申込書様式が掲載されますので道志村役場

総務課に提出してください。

問合せ先 道志村役場　総務課　総務行政担当
TEL 0554−52−2111 Fax 0554−52−2572

（３）

平成23年度 道志村職員採用試験案内

①

事務職

職種 区分 採用予定日

平成24年
４月１日採用

平成23年
９月１日採用

若干名

１名

平成23年
７月19日(火)

～
８月２日(火)

平成23年
６月20日(月)

～
７月１日(金)

募集人員 受付期間 試験日 試験内容

②

一次試験
９月18日（日）

AM 9:00~

二次試験
10月31日（月）

一次試験
７月11日（月）

AM10:00~

二次試験
７月25日（月）

AM10:00~

【論述試験】
90分間で句読点を含め800字
出題は当日発表します。
【試験会場】
道志村役場

【口述試験】
30分程度のプレゼンテーション

「持続可能な村づくり」
「自然エネルギー開発」

いずれか選択
【試験会場】道志村役場

【筆記試験】
山梨県市町村職員統一試験
【試験会場】
山梨大学甲府キャンパス
【論述試験】
山梨県市町村職員統一試験
【試験会場】
道志村役場

※道志村では、次のとおり職員採用試験を実施いたします。

【①の応募要件】

【②の応募要件】



１．学童保育とは

両親が労働している児童の放課後や学校休業日を保護者に代わって保育することをいいます。

２．入所対象児童および定員

小学校１年生〜小学校６年生（低学年優先入所）20名程度

３．入所基準

① 保護者が家庭外で労働している家庭の児童

② 保護者が家庭内で児童と離れて労働している家庭の児童

③ 保護者のいない家庭の児童

④ 保護者が出産の直前直後や病気等で児童の保育が出来ない家庭の児童

⑤ 家庭に介護や看護をしなければならない家族がいる家庭の児童

⑥ 火災や地震などの不幸があり、児童の保育が出来ない家庭の児童

４．開所場所 集いの家（馬場）

５．開 所 日 平成23年７月25日（月）〜８月23日（火）

・夏休み期間中・・・８時30分〜17時30分（延長保育あり）

６．休 所 日 土・日・祝日・お盆休み（８月13日〜15日）

７．保育料（夏休みのみ入所する児童）

月額　４,000円（別途、おやつ代がかかります）

※　通年入所者は保育料・おやつ代は変わりません

８．注意事項

長期休暇のみの入所については、１ヶ月前に入所申請の受付を行います。通年入所している

方は再申請の必要はありませんが審査の対象となり、入所状況によっては長期休暇も利用で

きるとは限りません。

９．申請期間 平成23年６月１日（水）〜６月10日（金）

10．申請場所 道志村役場住民健康課　　☎ 52−2113
※ 申請書は、道志村役場住民健康課にあります。

平成23年６月１日（４）

平成 23 年度　夏休み
学童保育所の入所児童を募集します！！

学童保育では夏季休暇に伴い、指導員を下記のとおり募集します。
●資　　格 保育士・小学校教諭等の資格を持っている方が望ましいが、未経験者の方も可能
●就業期間 ・平成２３年７月２５日（月）～８月２３日（火）

〔土・日・祝日・８月１３日～１５日（お盆休み）は休所日〕

●就業時間 ・夏季休暇間　８時～６時（交代制）
●賃　　金 ・保育士等資格保持者……時給９００円～　　　・無資格者……時給７８０円
●申し込み期間 平成２３年６月１０日～２４日
●申し込み・お問い合わせ 道志村役場　住民健康課　　　☎０５５４（５２）２１１３

学 童 保 育　指 導 員 募 集



（５）

寅 さ ん の 作 品 教 室

７月粗大ゴミの収集について

平成 18 年から創作活動教室として開始し、毎年好評です。6 月から１１月の
6ヶ月間、月 2 回、作品作りや調理をしながら楽しみませんか。

対　象：村内に住所を有する 65 歳以上の人

会場・時間：水源の郷　やまゆりセンター（変更の時は、随時連絡）
（基本は午後 1：30～ですが、午前の時もあります。）

費　用：材料費として、初回に 2,000 円を徴収（内容により、徴収することあり）

講　師：古屋寅三・藤原　依
＊参加希望者は事前に役場に連絡をして下さい。 ☎５２－２１１３

６月８日 籐細工（鍋敷等）
６月22日 籐細工
７月６日 籐細工（瓶を使って）
７月20日 調理「夏野菜を使って」
８月３日 布草履
８月17日 布草履

８月31日 村外教室（苔玉・花器）
９月14日 ロウソク細工
10月12日 クラフト細工
10月26日 クラフト細工
11月９日 木工
11月30日 クリスマス飾り・調理

日　程 内　　　容 内　　　容日　程

＊全部で 12 日間になります。具体的な内容は随時変更致しますが、ご理解下さい。

次の場所で粗大ゴミの収集を実施するので、ご利用ください。
当日は収集場所に回収業者がいますので、直接渡してください。
なお、粗大ゴミには収集できるものとできないものがありますので、確認してください。

善之木体育館駐車場
やまゆりセンター（唐沢体育館）

国道下　大駐車場
道志中学校グラウンド
道志小学校駐車場
みなもと体験館（旧久保分校）

駐車場
月夜野消防団詰所

７月 ３ 日（日）

７月１０日（日）

７月１７日（日）

７月２４日（日）

午前７時から12時まで

午前７時から12時まで

午前７時から10時まで
午前10時から12時まで

午前７時から10時まで

午前10時から12時まで

収集場所 収集場所 収集場所

※ 収集日と収集時間をきちんと守って、利用してください。

問い合せ先　道志村役場産業振興課　☎０５５４－５２－２１１４



ま
り
、充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
の
学
校
生
活
も
お
互
い
に
支
え
合
っ
て

本
当
の
仲
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

広
島
で
学
ん
だ
こ
と

佐
藤
　
未
由
二

修
学
旅
行
三
日
目
の
朝
、
大
切
な
こ
と
を

学
ぶ
ん
だ
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。
実
際

に
被
爆
し
た
長
尾
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
涙
が

出
そ
う
だ
っ
た
。

長
尾
さ
ん
は
僕
達
に
そ
ん
な
辛
い
体
験
を

話
し
、
ケ
ロ
イ
ド
ま
で
見
せ
て
く
れ
た
こ
と

は
本
当
の
平
和
の
意
味
を
伝
え
た
か
っ
た
か

平成23年６月１日（６）

３
年
生
は
、
４
月
20
日
〜
23
日
の
四
日
間
、

京
都
・
奈
良
・
広
島
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
二
年
生
の
時
か
ら
総
合
学

習
の
時
間
等
で
平
和
に
つ
い
て
の
学
習
を
重

ね
、
焼
津
の
宿
泊
学
習
で
の
飯
塚
さ
ん
の
講

話
や
第
五
福
竜
丸
で
の
大
石
さ
ん
の
講
話
を

通
し
て「
人
と
し
て
幸
せ
に
生
き
る
意
味
」を

考
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
京
都
・
奈
良
の
文
化
遺
産
に
触
れ
、

伝
統
の
重
み
や
価
値
を
学
習
し
て
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
で
は
実
際
に
学
習
し
て
き
た
も
の

を
見
て
心
で
感
じ
学
ぶ
こ
と
、そ
し
て
そ
の
体

験
を
学
校
生
活
に
生
か
す
こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
た
。テ
ー
マ
を「
平
和
を
創
れ
る
ク
ラ
ス

に
な
る
」
と
決
め
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
日
目
は
三
島
か
ら
新
幹
線
で
京
都
に
行

き
、
バ
ス
で
奈
良
に
向
か
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

法
隆
寺
を
見
学
し
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築

や
飛
鳥
・
白
鳳
の
仏
様
を
堪
能
、
奈
良
公
園

で
は
、東
大
寺
・
二
月
堂
・
三
月
堂
を
見
学
し

ま
し
た
。
東
大
寺
の
大
仏
、
金
剛
力
士
像
、
興

福
寺
の
阿
修
羅
像
に
感
動
し
た
生
徒
も
多
く

い
ま
し
た
。

学校だより 道志中学校 (第54号）

二
日
目
は
班
別
自
主
行
動
で
自
分
達
の
計

画
の
も
と
、
奈
良
か
ら
京
都
へ
向
か
い
市
内

を
一
日
見
学
し
ま
し
た
。
計
画
通
り
に
行
か

な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
班
長
が
し
っ
か

り
指
示
を
出
し
、
協
力
し
て
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
仲
間
と
の
絆
も
深
ま
り
、

充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

三
日
目
の
早
朝
、
智
積
院
の
お
勤
め
に
参

加
し
ま
し
た
。
お
経
の
声
が
御
堂
に
響
き
渡

り
荘
厳
な
雰
囲
気
で
心
が
洗
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、北
野
天
満
宮
で
合
格
祈
願
を
し
、清

水
寺
へ
行
き
ま
し
た
。
清
水
の
舞
台
か
ら
は

京
都
の
町
並
み
を
見
渡
し
、
清
水
焼
の
絵
付

け
も
一
筆
に
心
を
込
め
て
描
い
て
い
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
、
古
き
都
、
京
都
を
後
に
し

て
広
島
に
向
か
い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夜
、
被
爆
体
験
者
の
長
尾
ナ
ツ

ミ
さ
ん
を
お
招
き
し
て「
平
和
講
演
会
」を
行

い
ま
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
の
と
て
も
辛
い

お
話
を
伺
い
、原
爆
の
惨
さ
を
知
り
、平
和
へ

の
想
い
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
平
和
と
は
、
単
に
戦
争
が
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
ま
ず
身
近
な
人
を
心

か
ら
愛
し
大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

四
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
で
平
和
集
会
は

平
和
の
灯
と
原

爆
ド
ー
ム
を
前

に
行
い
ま
し

た
。「
ヒ
ロ
シ
マ

の
有
る
国
で
」

を
心
を
込
め
て

歌
い
、
広
島
の

地
に
平
和
を
誓

い
ま
し
た
。

今
回
の
修
学

旅
行
は
二
十
人

の
絆
が
よ
り
深

ら
だ
と
思
う
。

次
の
日
、資
料
館
に
行
っ
て
、熱
風
で
ガ
ラ
ス

が
溶
け
た
り
人
々
の
無
残
な
姿
を
見
て
、
こ
ん

な
こ
と
は
二
度
と
起
き
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
。
僕
は
広
島
で
い
ろ
い
ろ
な
人
の
お
話
を
聞

き
、友
達
を
大
切
に
し
、自
分
の
周
り
か
ら
平
和

を
創
り
た
い
と
思
っ
た
。
今
の
自
分
が
と
て
も

幸
せ
だ
と
感
じ
た
。

班
別
行
動
で
学
ん
だ
こ
と

佐
藤
　
真
優

私
が
班
別
行
動
で
学
ん
だ
こ
と
は
二
つ
あ

る
。一
つ
目
は
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
。電
車

に
乗
る
と
き
、
切
符
の
買
い
方
な
ど
を
教
え
合

っ
た
り
し
て
、
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と

も
み
ん
な
で
協
力
し
た
か
ら
班
別
行
動
も
成
功

で
き
た
と
思
う
。

二
つ
目
は
ル
ー
ル
や
時
間
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
で
あ
る
。
私
達
の
班
は
み
ん
な
で
声
を
掛

け
合
っ
た
の
で
ケ
ガ
も
な
く
、
時
間
に
遅
れ
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
普
段
の
学
校
生
活

も
同
じ
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
こ
れ
が
守
れ
な

け
れ
ば
成
功
で
き
な
い
と
思
う
。

修
学
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
頭
に
入
れ
て
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

奈
良
か
ら
家
族
に
向
け
た
手
紙佐

藤
　
暖
美

今
日
は
、新
幹
線
に
乗
っ
て
感
激
し
ま
し
た
。

今
ま
で
電
車
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
こ
ん
な
に
速

い
も
の
な
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

法
隆
寺
や
東
大
寺
に
行
き
、
大
仏
を
見
た
り

し
て
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
の
と
同
時
に
感

動
し
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
大
き
く
細
か
い
も
の

が
人
の
手
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
思
う
と
感
心

せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
日
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら

明
日
も
頑
張
り
た
い
で
す
。

修
学
旅
行
の
思
い
出
特
集

八
月
の
青
空
に
　
今
も
こ
だ
ま
す
る
の
は

若
き
詩
人
の
叫
び
　
遠
き
被
爆
者
の
声

昭
和
二
十
年
八
月
六
日

か
つ
て
こ
の
地
で
お
こ
っ
た
悲
劇
を

私
達
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

ヒ
ロ
シ
マ
は
私
達
に
問
い
か
け
る

本
当
の
意
味
で
の
平
和
を

あ
の
日
　
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
が

突
然
ま
ぶ
し
い
光
に
つ
つ
ま
れ

人
々
は
熱
い
風
に
と
ば
さ
れ
壁
に
と
け
た

空
は
泣
い
た
　
大
粒
の
黒
い
涙
を
流
し
て

幸
せ
だ
っ
た
家
族
も

笑
顔
で
語
り
合
っ
た
友
も

夢
も
輝
く
未
来
も
　
一
瞬
に
し
て
消
え
た

同
じ
地
球
に
生
き
る
人
間
が

憎
し
み
あ
い
命
を
奪
い
あ
う
戦
争

私
達
は
　
今
こ
の
地
に
立
ち

過
去
の
あ
や
ま
ち
を
知
る

そ
し
て
深
く
心
に
刻
む

ヒ
ロ
シ
マ
の
有
る
国
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

人
を
信
じ
る
こ
と

温
か
い
心
を
持
つ
こ
と

正
義
を
貫
く
強
さ
を
持
つ
こ
と

み
ん
な
で
平
和
を
つ
く
る
こ
と
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには保険証の提出をお願いします。

5／29 5／30 5／31
午前：胃カメラ

（７）

６
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
春の住民健診が終わりました。腹部超音波検査を受けられた方もいらっしゃると思います。今

回はその腹部超音波検査で主に発見される ‘ 脂肪肝 ’ についてお話していきます。

脂肪肝とは、肝臓の細胞の中に中性脂肪が過剰に蓄積された状態のことです。今日、成人男性の３人
に１人、成人女性の５人に１人が脂肪肝の状態という報告もあり、比較的若い人にも多いと言われてい
ます。脂肪肝はすぐに生命にかかわる重大な病気ではありませんが、アルコールが主因で発症している
人では、慢性肝炎、肝硬変まで進行することがあります。
脂肪肝の主な原因として、「肥満」、「アルコール」、「糖尿病」があげられます。このうち、「肥

満」と「アルコール」が原因の約70%を占めています。脂肪肝は中性脂肪の原料である脂肪、糖分、ア
ルコールなどの摂りすぎがもとになっているので、メタボリック症候群の人も脂肪肝になる危険性が
高いことを認識しておく必要があります。
自覚症状、痛みなどは、初期の場合ほとんどありません。症状が進行すると、食欲不振、腹部膨満感、

右上腹部の痛みなど、肝臓病の一般的な症状が現れてきます。
脂肪肝の検査は、まず血液検査での肝機能検査があります。脂肪肝の場合、ALT値が高くなるのが一

般的ですが、アルコール性の脂肪肝ではγ-GTPも高い値を示します。ただし、脂肪肝の初期は高い数値
が現れにくく、人によっては脂肪肝が進行していても数値が高く出ないケースもあります。したがっ
て、「健康診断で正常範囲だから安心」と、必ずしも言えません。他の検査として冒頭でも書いた腹部
超音波検査（エコー）があります。エコーでは、脂肪肝は健常な肝臓よりも白く光って描出されます。
腎臓と比べて、肝臓が白く描出されるようなら、脂肪肝と診断されます。
最後に治療法ですが、一般的には、食事療法と運動療法が基本となります。最も大切な点は、アルコ

ール摂取を止めるか摂取量を減らし、適切な運動をすることです。肥満の人はダイエットによって体重
を減らし、標準体重（下記計算方法参照）を維持するように心掛けて下さい。

★自分の標準体重を知りましょう。
標準体重（kg）＝身長（m）×身長（m）×22
〈身長165cmのAさんの場合〉

標準体重：1.65×1.65×22=約60kg



平成23年６月１日（８）

村税（料）の納付は口座振替が簡単・便利です

６月から村税（料）の口座振替納付ができる金融機関が増えます。

● 都留信用組合　　 　　　 ● 山梨中央銀行（New!） 
● 山梨信用金庫（New!） 　 ● 山梨県民信用組合 
● ゆうちょ銀行 

＜口座振替納付ができる金融機関一覧＞ 

◎「預金口座振替依頼書」は各金融機関に提出し依頼してください。 
◎「預金口座振替依頼書」の用紙は役場にあります。また備え付けて

ある金融機関もあります。 

問い合わせ先 道志村役場　総務課　財政・政策・税務グループ　☎（５２）２１１１

突然自宅を訪れる

貴金属等の買い取りサービス
に関するトラブルご注意！！

いったん業者の手に渡ったら取り戻せません
・買い取ってもらうつもりがないなら毅然と断る
・一人で業者に対するのは避けること
・相手がどのような業者なのか確認すること
・買い取り条件などが明示された書面をもらうこと
・クーリング・オフはできません

道志村役場産業振興課 ☎ ０５５４－５２－２１１４
山梨県県民生活センター ☎ ０５５－２３５－８４５５

（地方相談室） ☎ ０５５４－４５－５０３８

消費生活注意報消費生活注意報消費生活注意報

アレ？
と思ったら

断り切れずに契約してし
まったり、怪しいと思っ
たら、すぐに家族や道志
村役場、県民生活センタ
ーに相談してください。



かんしゃくがひどい

周りを気にしない

（９）

●
道
志
村
内
卓
球
大
会
の
開
催

ジ
メ
ジ
メ
と
し
た
雨
が
多
い
梅
雨
の
時

期
に
、
日
頃
の
運
動
不
足
解
消
を
す
る
と

共
に
技
術
の
向
上
と
相
互
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
村
内
卓
球
大
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
23
年
６
月
18
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

場
所
　
道
志
中
学
校
　
体
育
館

参
加
料
　
２
０
０
円
（
一
日
保
険
代
）

申
込
み
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
参
加
料
を
添
え
て
６
月
13
日（
水
）

ま
で
に
体
育
協
会
会
長
出
羽
芳
正

（
52
–２
７
０
２
）
も
し
く
は
教
育
委
員

会
（
52
–１
０
２
０
）
ま
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係

☎
52
‐
１
０
２
０

●
６
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
等
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
６
月
14
日（
火
）
午
前
10
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
気
軽
に
作
れ
る
軽
食
や
お
や
つ
が

好
評
で
す
！
一
緒
に
作
っ
て
、
美
味
し

く
食
べ
な
が
ら
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

◎
道
志
村
の
自
然
の
中
で
、
楽
し
く
親
子

の
ふ
れ
あ
い
を
し
ま
し
ょ
う
！
 

日
時
　
６
月
28
日（
火
）
午
前
10
時
〜

場
所
　
道
志
村
野
鳥
ふ
れ
あ
い
広
場

（
集
合
は
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
）

内
容
散
策
・
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

持
ち
物
　
水
筒
・
双
眼
鏡
（
あ
る
人
は
）
　
　

＊
育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
願
い
し
て
い

ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師
（
伯
耆
）

☎
52
‐
２
１
１
３
　

●
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
と
は
水
中
で
す
る
フ
ィ

ト
ネ
ス
で
す
。

水
中
で
体
を
動
か
す
と
、
浮
力
で
足
や

膝
へ
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
腰
痛
の
予

防
に
も
役
立
ち
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。ま
た
、ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ

と
に
よ
り
柔
軟
性
が
高
ま
り
関
節
の
故
障

防
止
に
も
効
果
的
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
、
運
動
不
足
を
解
消
し
健
康
な
体
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

実
施
日
　
平
成
23
年
７
月
・
８
月

毎
週
火
曜
日
（
８
月
16
日
は
除
く
）

時
　
間
　
午
後
７
時
30
分

場
　
所
　
道
志
村
屋
内
プ
ー
ル

参
加
費
　
一
回
　
３
０
０
円

持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
水
着
・
キ
ャ
ッ
プ（
帽
子
）

講
　
師
　
遠
山
　
江
里

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
健
康
福
祉
係

☎
52
‐
２
１
１
３

●
子
ど
も
手
当
受
給
者
の
方
へ

『
子
ど
も
手
当
現
況
届
』に
つ
い
て
は
毎

年
６
月
に
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
平
成
23
年
９
月
ま
で
の
時
限
立
法
に

よ
り
子
ど
も
手
当
の
支
給
期
間
が
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め『
子
ど
も
手
当
現
況
届
』の
提

出
に
つ
い
て
は
９
月
以
降
に
決
定
さ
れ
る

予
定
で
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先
　

役
場
住
民
健
康
課
児
童
福
祉
係

☎
52
‐
２
１
１
３

●
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

毎
年
６
月
１
日
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。

道
志
村
で
も
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
相
談
者
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
６
月
１
日

午
前
10
時
〜
12
時

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課

☎
52
‐
２
１
１
３

●
保
育
付
き
子
育
て
講
演
会

「
子
ど
も
の
個
性
に
応
じ
た
子
育
て
を
考

え
よ
う
」
開
催

日
時
　
平
成
23
年
６
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
大
月
市
民
会
館
４
階
視
聴
覚
室

講
師
　
日
本
臨
床
心
理
研
究
所

中
嶋
彩
�氏

対
象
　
年
中
〜
小
２
の
保
護
者
、
テ
ー
マ

に
関
心
の
あ
る
方

保
育
希
望
の
方
は
事
前
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
�０
５
５
４
‐
43
‐

９
５
３
３（
事
務
局
ま
た
は
住
民
健
康
課
）

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課

☎
52
‐
２
１
１
３

●
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
で
す

学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」の
事
案
や
家

庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
事
案
は
依
然

と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ



に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
全
国
一
斉

強
化
週
間
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

実
施
機
関
　
甲
府
地
方
法
務
局
職
員
及
び

山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

期
間
　
平
成
23
年
６
月
27
日
（
月
）
か
ら

７
月
３
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

問
合
せ
先

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

甲
府
地
方
法
務
局
職
員
及
び
山
梨
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
の
「
子
ど
も
の
人
権

専
門
委
員
」
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
で
き
る
人

権
擁
護
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か
！

６
月
４
日
〜
10
日
「
歯
の
衛
生
週
間
」

で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
歯
を

保
つ
た
め
に
は
毎
日
の
手
入
れ
が
と
て
も

大
切
で
す
。

▼
虫
歯
の
予
防

磨
い
て
い
る
こ
と
と
磨
け
て
い
る
こ
と

は
違
い
ま
す
。
歯
と
歯
の
隙
間
や
歯
ぐ
き

の
境
目
な
ど
は
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の

で
、き
ち
ん
と
磨
き
、汚
れ
を
落
と
し
ま
し

ょ
う
。ま
た
、バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心

が
け
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▼
８
０
２
０
達
成
を
目
指
し
て

80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
保
ち
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
が
８
０
２
０

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
で
す
。
一
生

を
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事
し
、
健
康
な

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歯
の
無
料
相
談
（
歯
科
医
師
会
）

歯
の
衛
生
週
間
に
併
せ
て
次
の
無
料
相

談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

○
６
月
４
日（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
Ｑ
‐
ス
タ
４
階

○
６
月
５
日（
日
）
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
　
ダ
イ
エ
ー
大
月
店

オ
ギ
ノ
上
野
原
店

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康
に
つ

い
て
見
つ
め
直
し
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
に

心
が
け
て
歯
科
疾
患
の
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

●
薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
を

め
ぐ
る
事
件
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
乱
用

と
は
、
目
的
や
方
法
が
誤
っ
て
い
る
行
為

で
薬
物
を
使
う
こ
と
で
す
。
覚
せ
い
剤
な

ど
の
違
法
な
薬
物
は
、
た
と
え
１
回
だ
け

の
使
用
で
も
「
乱
用
」
に
な
る
と
と
も
に
、

法
令
で
「
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
法
薬
物
の
使
用
は
、依
存
性
が
あ
り
、

乱
用
に
つ
な
が
る
た
め
、
一
生
に
わ
た
り

心
身
に
苦
痛
を
与
え
続
け
る
と
と
も
に
、

大
切
な
家
族
の
生
き
方
に
ま
で
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
　

国
及
び
県
で
は
、
違
法
薬
物
根
絶
の
た

め
、
６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で
の
１

ヶ
月
間
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解

し
て
、
薬
物
乱
用
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と

い
う
強
い
気
持
ち
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
身
近
な
人
の
薬
物
乱
用
に
気
付
い
た

と
き
は
、
勇
気
を
も
っ
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
大
切
な
人
を
薬
物
の
害
か
ら
守
る

た
め
で
す
。

問
い
合
せ
先
　

富
士
東
部
地
域
保
健
所
衛
生
課

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
９
０
３
３

●
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
の
ご
案
内

山
梨
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
の

あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目
指
し
た
職
業
学

科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

視
力
が
弱
い
た
め
に
車
の
運
転
が
で
き
な

い
な
ど
の
理
由
悩
ん
で
い
る
方
、
視
力
低

下
に
伴
い
現
在
の
仕
事
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
方
、中
学
校
・
高
等
学
校
卒
業
後
、適

当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方
等
の
皆
様

に
ぜ
ひ
、
本
校
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
よ
う
な
皆
様
に
学
校
見
学
及
び

入
学
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

場
所
及
び
時
間
帯

山
梨
県
立
盲
学
校

【
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
】

年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
か
ら
正
午
、
毎
週

金
曜
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
ま
で
を

学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
日
と
し
て
設
定

し
て
い
ま
す
。

【
授
業
見
学
週
間
】

７
月
11
日（
月
）〜
７
月
15
日（
金
）
　

申
し
込
み
方
法
　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
　
教
務
係

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

●
夏
の
Eye
愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

が
い
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課

題
が
あ
る
お
子
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
会
場

平
成
23
年
７
月
９
日（
土
）、
７
月
10
日

（
日
）、８
月
27
日（
土
）、８
月
28
日（
日
）

時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

山
梨
県
立
盲
学
校

◆
相
談
費
用
　
無
料

◆
申
し
込
み
方
法
　
　
前
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先
　
　

山
梨
県
立
盲
学
校
　
Eye
愛
ひ
と
み
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
５
５
‐
２
２
６
‐
３
３
６
１

平成23年６月１日（10）
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ト
ン
を
行
い
、
気
持
ち
い
い
汗
を
か
い

て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
下
さ
い
。

平
成
23
年
５
月
15
日
に
月
夜
野
地
区

で
発
生
し
た
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動

に
、消
防
団
第
一
分
団
が
出
動
し
、早
期

に
不
明
者
の
発
見
・
保
護
し
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
大
月
警
察
署
長
よ
り
出
羽

団
長
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
か
ら
、
心
と
身
体
の
健

康
を
目
的
に
、
月
２
回
ヨ
ガ
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
し
た
。
�

ヨ
ガ
の
ゆ
る
や
か
な
動
き
と
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
音
楽
と
と
も
に
、

体
の
不
調
が
改
善
さ
れ
心
の
ゆ
と
り
が

感
じ
ら
れ
る
と
多
く
の
方
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。

月
２
回
の
教
室
は
平
均
７
名
程
度
の

参
加
で
し
た
が
、
講
師
の
都
合
も
あ
り

22
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
今
後
も
自

宅
で
ヨ
ガ
を
続
け
て
い
た
だ
き
、
健
康

を
維
持
し
て
下
さ
い
。そ
し
て
、こ
れ
ま

で
長
い
間
講
師
を
務
め
て
頂
い
た
加
藤

先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

５
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
い
き
い
き
健
康

村
ど
う
し
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
総
合
健
診
に
３
３
５
名
、

婦
人
科
検
診
１
７
７
名
の
方
が
受
診
し

道志村トピックス

ま
し
た
。ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
は
、次

回
は
秋
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。

元
気
ク
ラ
ブ
道
志
組
で
は
、
毎
週
金

曜
日
唐
沢
体
育
館
で
卓
球
や
バ
ド
ミ
ン

ヨガ教室の参加者で記念写真

感謝状が贈呈されました

警
察
署
長
よ
り
感
謝
状

ヨ
ガ
教
室
が
終
了
し
ま
し
た

現在メンバーは 30 名程ですお年寄りたちも楽しんでいました

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
？

い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し

健
診
を
実
施
し
ま
し
た

血液を採取しています骨密度検査を受ける参加者
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６月19日は父の日です歳時記歳時記歳時記
母の日と比べると、大分マイナーで忘れる人も多いと

思いますが、６月の第３日曜日（平成23年は19日）は父の日です。
母の日にはカーネーションを贈るのは有名ですが、父の日にはバラ

を贈るようです。これもマイナーですね。
起源は、アメリカで妻に先立たれ、父に男手一つで兄弟６人と共に

育て上げられた娘さんが、母の日の様に父に感謝をする日も必要と制
定されました。

普段お父さんとあまり話す機会が無い方（特に娘さん）、ぜひお父
さんにバラを贈ってみて下さい。きっとすごい喜ぶと思います。

慶

弔

■はじめたきっかけ
ずっと体を動かしたいと思っていたのです

が、体育館の借り方が分からず、やまゆりセン
ターが出来たのをきっかけに教育委員会に相
談して体育館の使用申請をし、平成21年の10
月頃から卓球やバドミントンを始めました。

はじめは、５～６人で行っていたのですが、
だんだん人が増えていき現在では、約30人が
メンバーになっています。

毎週金曜日の午前９時30分から２時間、唐
沢体育館でやっていますので、興味のある方
はどんどん来て下さい。

■現在の状況は？
人数が多くなって、卓球台が足りなくなっ

てしまい善之木体育館から２台持ってきまし
た。今使用している台も老朽化していて、ガタ
がきているので新しい台になればいいなと思
っています。

■今後について
メンバーの平均年齢は約70歳で、けがに備

えて全員スポーツ保険にも加入しています。
ボールを追っていれば意識なく体が動き健康
にもいいです。元気はつらつとして、体が動く
限り続けていきたいと思います。

高瀬さんで61人目となります。

元気クラブ道志組
代表 高瀬　幸雄さん

佐藤　雅
まさ

也
や

くん（谷相）

平成20年12月２日生
父��隆光さん　母��史子さん

花椿 金子  光一郎さん（大栗）

４
月
戸
籍
の
届
出
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た


